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2. 2 .1 確率統計論にもとづくもの
a)確率論による方法
(i) ベイズの定理
ある疾患の1渾j確率を p(Di)' 疾患Diのときのある症候Sjの出現確率を P(Sj/Di)と
すると， Sjが得られたときのDiの・Ji後確率は
P(D i) P(Sj/ Di) 












































の原理は データベクトル (X1, X2, …，ふ）に適当な重みをつけて y=.E a;X; なる線形和を, 
j-1 
作り，識別したい群の間の分散を最大に，群内分散を最小になるように重み係数a;を求める方




















































































端末より「START」の コマンドと予めデ ィスクファイルに登録されたプログラムのファ イル
名を打鍵す ることにより，該当するプログラムを 利用しうる（図 2-3)。
図 2-3 簡易端末装閥（テレタイプ）

















糖尿病は インス リン欠乏に伴う高血糖，アシドーシス ，脱水症状などを示す病態であり，糖
尿病昏睡時にはインス リンの投与，補液による脱水の是正，アシドーシスの是正が主要な治療
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(i, j=  l , 2, ・・）
ここで， x,(t) : 血糖値
叩 (t) : 体内インスリンプール
Xa (t) : ブドウ糖処理係数
z (ti), w, (い：時刻 t;に開始された輸液中のブドウ糖およびインスリン濃度
cs: グルコース・スペース
W2(ち）：時刻（し）にパルス状で皮下注射されたインスリン鼠
U3 (t) : 皮下に残つているインスリン最
K:  インスリンの感受性を表わす定数
r: インスリンの効き方の速さを表わす時定数 c: インスリンの皮下よりの吸収率。














If (X,P, U, t)およびJを計算 I 
↓ （最大傾斜法で）
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